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（現状の
KPI参考

値 ）

担当課 指標値 単位 目標年月 実績値 取組の効果
取組の
評価

評価における意
見・理由等

今後の
方針

今後の方針の
理由

オーガニック
シティ戦略推
進事業

企画課

「オーガニックなまちづくり」のコセンプトの確立及びアク
ションプランの策定を行った。
　また、オーガニックシティきさらづとしての本市の魅力
を、市民はもとより国内外に対して発信し、移住・交流人
口の増加を図るとともに、本市で活躍するオーガニックな
まちづくりに取り組む企業・市民団体等の交流の場づくり
を行うため、オーガニックシティフェスティバル2016を開催
した。
　さらに、オーガニックなまちづくりを地域一体となって行う
ため、「オーガニックアクションサパートナーズ」制度を構
築し、市民や団体等に登録して頂き、パートナー間の連
携促進や情報共有をするプラットホームとしてＷＥＢサイト
の構築等を実施した。

11,464,372 11,464,372

水稲有機栽
培促進事業

本市の基幹的農業である水稲の生産性向上に寄与する
ことを目的として、水稲の有機・無農薬栽培を推進する上
で、最も重要な課題である「雑草防除対策」について、簡
易な機械・装置を用いた有効策について調査・研究を実
施した。

2,462,400 2,462,400

きさらづアグ
リフーズ推進
事業

「農業」を軸とした新たな交流の促進やにぎわいの創出を
図り、木更津産農林水産物や有機米の推進を支援するこ
とにより、農林水産業をベースにオーガニックなまちづくり
への取り組みを目指し実施した。

1,458,000 1,458,000

オーガニック
なまちづくり
人材育成事
業

まちづくりの担い手として期待される学生をはじめ、域内
外の企業・団体、クリエイターやデザイナー等、多様な人
材を結び、人材同士の化学反応によるイノベーションの創
出等に向けて、「衣・食・住」に関するオーガニック・セミ
ナーの開催や、市内の中学校において、オーガニックな
まちづくりの一つ取組としてオーガニック授業を開催した。

2,097,360 2,097,360

ALGOAサミッ
ト開催事業

韓国槐山郡で開催された第1回ALGOA（Ajian Local
Governments for Organic Agriculture）サミットにて各国大
使等と交流を深めたことを契機として、本市で開催する
ALGOAフォーラムIN　KISARAZUを木更津市（日本）にお
いて開催することから、関係諸団体等の協力のもと、11月
17日（木）に開催した。

6,000,000 6,000,000

オーガニック
スクール推進
事業

市内の農家・農業生産法人や首都圏の高等教育機関等
の協力を得て、次世代の担い手として期待される学生を
ターゲットに、ＯＪＴ（On-the-Job Training）を実施した。

885,600 885,600
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地方創生加速化交付金対象事業の実施結果一覧表

（各取組の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

事業名 各取組名 担当課 事業概要 事業費 交付金充当額

本事業における重要業績評価指標（KPI）
実績値を踏まえた取組

の今後について

指標

H29.3末後における実績値 本取組の評価等

都心に近接する自然を活かした新
たなローカル・ブランディング事業

3 人 H29.3 1認定新規就農者数指標①

農林水産課

1指標②
六次産業化・地産地消法に
基づく認定件数

2 件 H29.3
事業・
取組の
継続

　目標達成に
は、長期・継続
した取組が必要
なことから、引き
続き実施してい
くこととします。

企画課及び
農林水産課

3
地方創生に効
果があった

総合戦
略の
KPI達
成に有
効で
あった

オーガニックな
まちづくり人材
育成事業や
オーガニックス
クール推進事
業等によるセミ
ナーの開催や、
ジョブトレーニン
グを進めたこと
により、次世代
の農業の担い
手の育成につ
ながり、認定新
規就農者の増
加へ結びつい
たものと考えら
れます。また、
認定新規就農
者の計画的な
経営への取組
を推進したこと
が、ＫＰＩ値達成
に向けて有効で
あったと考えら
れます。

事業・
取組の
継続

　農業従事者の
高齢化が急速
に進展するな
か、青年の新規
就農者及び経
営継承者を増や
す必要がある事
や、地方創生の
実現に向けて効
果があると認め
られることから、
今後も継続して
実施していくこと
とします。

0
地方創生に効
果があった

総合戦
略の
KPI達
成に有
効で
あった

きさらづアグリ
フーズ推進事業
により、木更津
産農林水産物
や有機米の推
進の支援を図っ
たことや、オー
ガニックなまち
づくり人材育成
事業によりセミ
ナーを開催した
ことで、認定に
ついて、希望者
はいたものの、
計画等の提出
はなかった。し
かし、実績値と
しての達成は無
かったが、事業
の継続した取組
及び今後の道
の駅開業等に
伴い申請者が
増える傾向が
期待されるた
め、当該事業を
行い、基礎を
作ったことがＫ
ＰＩ値達成に向
けて有効であっ
たと考えられま
す。
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KPI参考

値 ）

担当課 指標値 単位 目標年月 実績値 取組の効果
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見・理由等
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指標③
空き家バンクを活用した移
住・定住件数

0 件 H29.3 0 0
地方創生に効
果があった

総合戦
略の
KPI達
成に有
効で
あった

空家バンク制度
の創設に向け、
実態調査等を
行い空家等対
策計画の策定
作業を進めまし
た。

事業・
取組の
継続

　平成２９年度
に、空家バンク
制度の運用を開
始するため、取
り組みを継続し
ます。

指標④ 市ホームページアクセス数 834,200 件 H29.3 817,000 740,066
地方創生に効
果があった

総合戦
略の
KPI達
成に有
効で
あった

指標値に及ば
なかったもの
の、内容の充
実、トップページ
に旬な情報の
バナーを設置す
るなど利用者の
利便性の向上
に努めたことに
よる効果があっ
たと考えられま
す。

事業・
取組の
継続

　平成２９年度
についても、掲
載内容の充実を
図るとともに利
便性の向上が
求められている
ことから、取組
を継続します。

（現状の
KPI参考

値 ）

担当課 指標値 単位 目標年月 実績値 取組の効果
取組の
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評価における意
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今後の
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今後の方針の
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指標①
木更津港寄港に興味を示し
たクルーズ船社数

1 社 H29.3 0 3
地方創生に非
常に効果的で
あった

総合戦
略の
KPI達
成に有
効で
あった

市長の船社へ
の上海トップ
セールスによ
る、ネットワーク
の構築により非
常に効果があっ
たものと考えら
れます。

事業・
取組の
継続

目標達成には、
長期・継続した
取組が必要なこ
とから、引き続
き実施していくこ
ととします。

指標② クルーズ船の運航数 0 隻 H29.3 0 0
地方創生に効
果があった

総合戦
略の
KPI達
成に有
効で
あった

大型外航ク
ルーズ船寄港
に必要な情報
の整理や、木更
津港の改修事
業の決定など、
誘致実現に向
けた取り組みを
実施できたこと
から効果があっ
たものと考えら
れます。

事業・
取組の
継続

目標達成には、
長期・継続した
取組が必要なこ
とから、引き続
き実施していくこ
ととします。

指標③
クルーズ船の乗客による経
済波及効果

0 円 H29.3 0 0
地方創生に効
果があった

総合戦
略の
KPI達
成に有
効で
あった

クルーズ船の運
航が開始となる
まで、実績はあ
りませんが、事
業の推進によ
り、目標達成に
近づけたものと
思います。

事業・
取組の
継続

目標達成には、
長期・継続した
取組が必要なこ
とから、引き続
き実施していくこ
ととします。
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移住・交流促
進プロモー
ション事業

情報政策課

「オーガニックなまちづくり」に向けた活動を広め、本市へ
の移住・交流の促進を図るため、東京都内での合同企業
説明会、本市での暮らし体験セミナー等を開催するととも
に、「オーガニックなまちづくり」のコンセプトイメージを効
果的に伝えるプロモーション動画を制作した。

6,145,200

35,597,488
街なか交流

推進課

事業名 各取組名 担当課 事業概要 事業費 交付金充当額

本事業における重要業績評価指標（KPI）

みなとまち木更津発　房総新マー
ケット創生プロジェクト

みなとの賑わ
い創出事業
費

街なか交流
推進課

①誘致するクルーズ船サイズを検討した。
②クルーズ船受入環境（施設整備、ヤードプラン）の検討
を行った。
③訪日客に対するモデルコースを作成した。
④クルーズの拠点中国上海の船社とのネットワーク形成
等を実施した。

35,597,488

実績値を踏まえた取組
の今後について

指標

都心に近接する自然を活かした新
たなローカル・ブランディング事業

交付金充当額事業名 各取組名 担当課 事業概要 事業費

本事業における重要業績評価指標（KPI） H29.3末後における実績値 本取組の評価等

H29.3末後における実績値 本取組の評価等

6,145,200 情報政策課

実績値を踏まえた取組
の今後について

指標


